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【I】 次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。

10世紀はじめに関東の地にあらわれた ( A )は 、早くからこの地に土着した桓武平氏の一族で、

下総を本拠地としていた。彼は、一族内の争いののち、939年、常陸の国府を襲い、さらに下野や上野

の国司を追放し、みずから新皇と称して朝廷に背いた。しかし翌年、一族の平貞盛と藤原秀郷によつて

鎮圧された。同じ頃、瀬戸内海においても、( i )の 国司であつた藤原純友が、986年、海賊の首領

として乱をおこし、941年には ( 五 )を 占領した。しかし同年、小野好古・源経基によつて鎮圧さ

れた。この東西二つの内乱は承平 。( B )の 乱とよばれ、10世紀の初めに地方武士が台頭 し成長し

ている実態を示している。

地方武士の実力が明らかになると、朝廷は武士を検非違使などに任 じて治安を維持しようとはかり、

貴族も警護のために武士を用いた。武士も、官職などの権威を得ることで在地支配を有利にしようとは

かり、中央とのつながりを強めていつた。清和源氏は 10世紀以降、畿内を本拠地としていたが、摂関家

の侍として勢力を拡大した。1028年、関東でおこつた平忠常の乱を ( C )が 平定し、さらに H世

紀後半に東北でおこった前九年合戦・後三年合戦を源頼義とその息子が鎮圧したことにより、源氏は東

国に確固たる基盤をもつた。この後、東北は奥州藤原氏の支配するところとなり、清衡
。基衡・秀衡の

3代約 100年間にわたつて、( D )を 中心にその繁栄が続いた。
11世紀に全盛をきわめた摂関家は、外戚関係をもたない後三条天皇の即位を機にその勢力を失つてい

つた。天皇は延久の荘園整理令を出し、記録荘園券契所を設けて、きびしく荘園を整理するなどして摂

関家に対抗した。つぎの白河天皇は、1086年 に幼少の ( E )に皇位を譲り、みずからは上皇となつ

てァ院政を開始した。これ以後、上皇が設けた院庁が政務の中心となり、院に集結した近臣 (院司)ら に

よって政治が行われ、院から発せられる院宣や院庁下文が重要な命令となつた。白河上皇にはじまり、

鳥羽、後白河の 3上皇が政治を左右した約 100年間を院政時代とよぶ。

院政がつづくなかで、天皇家と摂関家の内部で皇位継承や荘園の相続をめぐつて対立が表面化した。

そして、天皇家や摂関家は有力な武士たちを巻き込んでィ2つの大きな内乱を招いたが、それらは結果

として、武士の力が権力争いには決定的な要素をもつことが明らかになり、武士の政治的地位が高まる

とともに、武家政権への道が開かれることになつた。

問 1 ( A )に あてはまる人物名を、下の選択肢から1つ選びなさい。

1.平正盛 2.平将門 3.平忠盛

(マークシー ト解答欄 1)

4.平忠正

問 2(1)。 (五 )にあてはまる地名の組み合わせを、下の選択肢から1つ選びなさい。

(マークシー ト解答欄 2)

2.安芸・長崎
4.播磨・鹿児島

1.備中・博多

3.伊予 。大宰府
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問3 ( B )に あてはまる年号を、下の選択肢から1つ選びなさい。

1.明徳 2.天慶 3.貞観

(マークシート解答欄 3)

4.弘安

間4 ( C )に あてはまる人物名を、下の選択肢から1つ選びなさい。

1.源頼信 2.源義仲 3.源頼家

(マークシー ト解答欄 4)

4.源義家

問5 ( D )に あてはまる現在の県名を、下の選択肢から1つ選びなさい。

1.青森県 2.秋田県 3.岩手県

(マークシート解答欄 5)

4.宮城県

問6  ( E )に あてはまる天皇の尊号 (名前)を、下の選択肢から1つ選びなさい。
(マークシー ト解答欄 6)

1.天武天皇    2.元 明天皇    3.宇 多天皇    4.堀 河天皇

問7 下線部アについて、下の4つの文は院政に関する説明文である。説明として適切な文を
下の選択肢から1つ選びなさい。 (マークシー ト解答欄 7)

1.摂関時代に冷遇されていた勘解由使や衛士を権力基盤に取り込んだ。
2.3人の上皇の中で鳥羽上皇の時期に寄進地形系荘園が急速に拡大した。
3.院が多くの国の知行国主になったことで院の経済基盤は弱まった。
4.院の軍事力として僧兵や西面の武士を設けて御所の警備にあてた。

問8 下線部イについて、下の4つの文は、2つの大きな内乱に関する説明文である。
説明として不適辺な文を下の選択肢から1つ選びなさい。

(マークシート解答欄 8)

1.保元の乱について、この内乱は鳥羽法皇がなくなったことをきっかけにおこつた。
2.保元の乱について、崇徳上皇方と後白河天皇との戦いであり、天皇方が勝利 した。
3.平治の乱について、源義朝が藤原信頼と結んで平清盛らをつF除 しようと挙兵した。
4.平治の乱について、源義朝は平清盛の軍に討たれ、子の源頼朝は鎌倉に流された。

一　　一‐
‐‐
‐

-2‐



【Ⅱ】次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。

問1 下線部アについて、1549年 にフランシスコ=ザビエルが渡来した場所を、下の選択肢から
(マークシート解答欄 9)1つ選びなさい。

1.種子島 2.鹿児島 3。 隠岐 4.博多

問2 下線部イについて、元キリシタン大名であり、マニラに追放された人物名を、下の選択肢から

(マークシート解答欄 10)1つ選びなさい。
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徳川家康は、貿易奨励もあつてキリス ト教の布教活動を黙認していた。そのため、ァイ
エズス会だけ

でなく、他の会派の宣教師も来日し、信徒は増大した。しかし、幕府は、キジス ト教が神仏信仰を否定

していること、信徒が信仰によつて団結する恐れがあること、イスパニア・ポル トガルが布教を通じて

日本を侵略する可能性があることなどにより、禁教策に転じるようになつた。1612年、幕府はキリシタ

ン武士の改易や直轄都市での教会の破壊をおこなった。以後、幕府や諸藩はきびしい禁教策をとり、信

徒に改宗を強制し、ィ宣教師や改宗しない者には過酷な迫害を加えた。

幕府は禁教策を徹底するために、貿易や海外との往来を制限するようになつた。貿易制限は、西国大

名が独自に貿易をおこなうことによつて力をつけることを防ぐとともに、幕府が貿易の利益を独占する

ためにも必要なことであつた。1616年、中国船以外の外国船の入港を平戸・長崎の 2港に限るなど、以

後、幕府は外国に対してゥさまざまな政策を打ち出し、実行した。日本人に対しては、1633年、( A )

以外の日本船の海外渡航と、海外在住 5年以上の者の帰国を禁じた。1635年には日本人の海外渡航と在

外日本人の帰国を全面的に禁止した。

1637年、九州のある地方の農民たちが、領主のきびしい年貢の取り立てやキリス ト教の弾圧に反対し

て ( B )を おこした。農民たちは益田 (天草)四郎時貞という少年を大将とし、前領主の牢人の指

導のもと、 3万人余りが原城跡に立てこもつて抵抗した。幕府は九州の諸大名など 12万人余りの大軍

を動員し、老中松平信綱を派遣して、翌年、ようやく鎮圧することができた。

この乱は、幕府や大名にキリス ト教への警戒をさらに深めさせた。1641年には、平戸の ( i )商

館を長崎出島に移し、こうしていわゆる鎖国が完成した。中国船の来航は続いたが、長崎に限つて交易

を認めた。海外の事情は、もつぱら ( 1 )の 商館長が幕府に提出する風説書や、中国船・朝鮮通信

使などがもたらす情報から知ることができた。

鎖国に踏み切ることができたのは、外国貿易を制限しても国内だけで必要物資をほぼ自給できたから

である。鎖国の完成によつて、諸大名や朝廷の統制がすすんだが、これは徳川 ( C )の 政権期にあ

たる。そして、 の こよつて の の つ

1.加藤清正 2,柴田勝家 3.小西行長 4.高山右近










